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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  水とエタノールを含有し、水とエタノールの混合モル比が、水／エタノール＝１０／９
０～９０／１０の範囲である混合抽出溶媒、唐辛子粉砕物、及び活性炭を相互に接触させ
ることによって、前記混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出すると共に
、前記混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめることを特徴と
する唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【請求項２】
　唐辛子粉砕物と、水及びエタノールを含有し、水とエタノールの混合モル比が、水／エ
タノール＝１０／９０～９０／１０の範囲である混合抽出溶媒とを接触させることによっ
て、該混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出する工程と、
　前記抽出カプシノイド化合物を含有した混合抽出溶媒と、活性炭とを接触させることに
よって、前記混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめる工程と
を包含することを特徴とする唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【請求項３】
  水とアセトンを含有し、水とアセトンの混合モル比が、水／アセトン＝１０／９０～９
０／１０の範囲である混合抽出溶媒、唐辛子粉砕物、及び活性炭を相互に接触させること
によって、前記混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出すると共に、前記
混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめることを特徴とする唐
辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
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【請求項４】
　唐辛子粉砕物と、水及びアセトンを含有し、水とアセトンの混合モル比が、水／アセト
ン＝１０／９０～９０／１０の範囲である混合抽出溶媒とを接触させることによって、該
混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出する工程と、
　前記抽出カプシノイド化合物を含有した混合抽出溶媒と、活性炭とを接触させることに
よって、前記混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめる工程と
を包含することを特徴とする唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【請求項５】
  請求項１～４のいずれか１項に記載の方法によって得られたカプシノイド化合物含有抽
出溶媒から活性炭を分離除去した後、溶媒留去操作を行うことによって粘稠液体又は固形
状態で回収された唐辛子抽出物。
【請求項６】
  請求項５に記載の唐辛子抽出物を含有してなることを特徴とする防カビ剤。
【請求項７】
  請求項５に記載の唐辛子抽出物を含有してなることを特徴とする抗菌剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、唐辛子からカプシノイド化合物を、色素成分とは分離して選択性良く抽出
分離する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
  唐辛子には辛味成分であるカプシノイド化合物（カプサイシン等）が含まれている。近
年、カプシノイド化合物は抗酸化性、抗菌性等の様々な機能を有していることが報告され
ている。具体的には、例えばカプシノイド化合物を摂取することで体脂肪燃焼による肥満
防止効果や抗酸化作用による老化防止の効果が得られることが知られている。このように
カプシノイド化合物は様々な効用を有して有用であることから、唐辛子から抽出されたカ
プシノイド化合物の需要は近年急激に増大している。
【０００３】
　従来、唐辛子からカプシノイド化合物を抽出する方法としては、唐辛子粉砕物と、水、
アセトン、アルコール類、ヘキサン、エーテル及びジオキサンからなる群より選ばれる抽
出溶媒とを接触させることによって、抽出溶媒中に唐辛子の中のカプシノイド化合物を抽
出する方法が公知である（特許文献１参照）。この方法により唐辛子からカプシノイド化
合物を容易に抽出分離することができる。
【特許文献１】特開２００４－６６２２７号公報（請求項１２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、前記抽出溶媒を用いて唐辛子からカプシノイド化合物を抽出すると、唐辛子
中の色素成分（カロテノイド等）も同時に抽出されるので、この抽出操作により得られた
カプシノイド化合物含有唐辛子抽出物は、赤色等の有色を呈する。この色素成分が唐辛子
抽出物に存在することによって、前記カプシノイド化合物による抗酸化作用、抗菌作用等
を阻害するようなことはないのであるが、例えば唐辛子抽出物を合成樹脂に添加して抗菌
性の合成樹脂板を製作した場合には、唐辛子抽出物中の色素成分の赤色の影響を受けて合
成樹脂板が強く赤みがかった色になり、所望の美麗な色（例えば青色、緑色、黄色等）を
発現させることができないことから、意匠上の制約が大きく、その適用用途は非常に限定
されるという問題があった。
【０００５】
　この発明は、かかる技術的背景に鑑みてなされたものであって、唐辛子からカプシノイ
ド化合物を抽出するに際し、色素成分と分離してカプシノイド化合物を選択性良く抽出分
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離できる方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
  前記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
【０００７】
　［１］水と有機溶媒を含有してなる混合抽出溶媒、唐辛子粉砕物、及び活性炭を相互に
接触させることによって、前記混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出す
ると共に、前記混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめること
を特徴とする唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【０００８】
　［２］唐辛子粉砕物と、水及び有機溶媒を含有してなる混合抽出溶媒とを接触させるこ
とによって、該混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出する工程と、
　前記抽出カプシノイド化合物を含有した混合抽出溶媒と、活性炭とを接触させることに
よって、前記混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめる工程と
を包含することを特徴とする唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【０００９】
　［３］前記混合抽出溶媒における水と有機溶媒の混合モル比が、水／有機溶媒＝１０／
９０～９０／１０の範囲である前項１または２に記載の唐辛子からカプシノイド化合物を
抽出分離する方法。
【００１０】
　［４］前記混合抽出溶媒を構成する有機溶媒としてエタノールを用いる前項１～３のい
ずれか１項に記載の唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【００１１】
　［５］前記混合抽出溶媒を構成する有機溶媒としてアセトンを用いる前項１～３のいず
れか１項に記載の唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法。
【００１２】
　［６］前項１～５のいずれか１項に記載の方法によって得られたカプシノイド化合物含
有抽出溶媒から活性炭を分離除去した後、溶媒留去操作を行うことによって粘稠液体又は
固形状態で回収された唐辛子抽出物。
【００１３】
　［７］前項６に記載の唐辛子抽出物を含有してなることを特徴とする防カビ剤。
【００１４】
　［８］前項６に記載の唐辛子抽出物を含有してなることを特徴とする抗菌剤。
【発明の効果】
【００１５】
　［１］［２］の発明では、混合抽出溶媒として水及び有機溶媒を含有したものを用いて
いるから、即ち混合抽出溶媒として水系のものを用いているから、この混合抽出溶媒に抽
出されたカプシノイド化合物は、活性炭に殆ど吸着されることなく該混合抽出溶媒中に安
定して存在する。即ち、水系混合溶媒という環境下においてカプシノイド化合物は活性炭
には殆ど吸着されない。一方、混合抽出溶媒に抽出された色素成分は活性炭に効率良く吸
着されて分離される。従って、本抽出分離方法によれば、唐辛子から、色素成分とは分離
してカプシノイド化合物を選択性良く抽出分離することができる。
【００１６】
　［３］の発明では、混合抽出溶媒における水と有機溶媒の混合モル比が、水／有機溶媒
＝１０／９０～９０／１０の範囲であるから、カプシノイド化合物の抽出効率をより高め
ることができると共に、カプシノイド化合物の抽出分離の選択性もさらに向上させること
ができる（色素成分を活性炭により効率良く吸着させることができる）。
【００１７】
　［４］の発明では、水及びエタノールを含有してなる混合抽出溶媒を用いることで特異
的な抽出挙動が発現してカプシノイド化合物の抽出効率をより高めることができる。
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【００１８】
　［５］の発明では、水及びアセトンを含有してなる混合抽出溶媒を用いることで特異的
な抽出挙動が発現してカプシノイド化合物の抽出効率をより高めることができる。
【００１９】
　［６］の発明の唐辛子抽出物は、上記抽出分離方法によって得られたカプシノイド化合
物含有抽出溶媒から活性炭を分離除去した後、溶媒留去操作を行うことによって粘稠液体
又は固形状態で回収された唐辛子抽出物であり、この唐辛子抽出物は色素成分を含有しな
いか又は殆ど含有しないので、赤色等の色素成分由来の色を呈することがなく、例えば従
来の色彩上、意匠上の制約が一挙に解消され、この唐辛子抽出物の適用用途は大きく拡大
され得る。
【００２０】
　［７］の発明は、前記［６］の唐辛子抽出物を含有してなる防カビ剤であり、優れた防
カビ効果を発揮すると共に、赤色等の色素成分由来の色を呈しないから適用用途は幅広い
ものとなる。
【００２１】
　［８］の発明は、前記［６］の唐辛子抽出物を含有してなる抗菌剤であり、優れた抗菌
効果を発揮すると共に、赤色等の色素成分由来の色を呈しないから適用用途は幅広いもの
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　この発明に係る唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法は、水と有機溶媒を
含有してなる混合抽出溶媒、唐辛子粉砕物、及び活性炭を混合したものを相互に接触させ
ることによって、前記混合抽出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出すると共に
、前記混合抽出溶媒中の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめることを特徴と
するものである。この抽出分離方法によれば、混合抽出溶媒として水及び有機溶媒を含有
したものを用いているから、即ち混合抽出溶媒として水系のものを用いているから、この
混合抽出溶媒に抽出されたカプシノイド化合物は、活性炭に殆ど吸着されることなく該混
合抽出溶媒中に安定して存在する一方、混合抽出溶媒に抽出された色素成分（唐辛子由来
）は活性炭に効率良く吸着分離されるので、唐辛子から、色素成分とは分離してカプシノ
イド化合物を選択性良く抽出分離することができる。
【００２３】
　この発明に係る抽出分離方法は、水と有機溶媒を含有してなる混合抽出溶媒、即ち水系
混合溶媒という環境下においてはカプシノイド化合物は活性炭には殆ど吸着されないのに
対し、色素成分（カロテノイド等）は活性炭に効率良く吸着されるという性質を見出すに
至り、このような性質を利用することによって、唐辛子から、色素成分とは分離してカプ
シノイド化合物を選択性良く抽出分離することができるものである。
【００２４】
　なお、上記抽出分離方法では、水と有機溶媒を含有してなる混合抽出溶媒、唐辛子粉砕
物、及び活性炭を混合したものを相互に接触させることによって、前記混合抽出溶媒中へ
のカプシノイド化合物の抽出と、色素成分の活性炭への吸着を同時並行的に行わしめてい
るが、特にこのような方法に限定されるものではなく、混合抽出溶媒中へのカプシノイド
化合物の抽出と、色素成分の活性炭への吸着を別工程で行うようにしても良い。即ち、こ
の発明に係る別の、唐辛子からカプシノイド化合物を抽出分離する方法は、唐辛子粉砕物
と、水及び有機溶媒を含有してなる混合抽出溶媒とを接触させることによって、該混合抽
出溶媒中に唐辛子中のカプシノイド化合物を抽出する工程と、前記抽出カプシノイド化合
物を含有した混合抽出溶媒と、活性炭とを接触させることによって、前記混合抽出溶媒中
の唐辛子由来の色素成分を前記活性炭に吸着せしめる工程とを包含することを特徴とする
。
【００２５】
　この発明において、前記混合抽出溶媒における水と有機溶媒の混合モル比は、水／有機
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限又は下限以上に設定することでカプシノイド化合物の抽出分離の選択性をより向上させ
ることができる（即ち色素成分を活性炭により効率良く吸着させることができる）と共に
、水の混合モル比を上記上限又は上限以下に設定することでカプシノイド化合物の抽出効
率をより高めることができる。中でも、前記混合抽出溶媒における水と有機溶媒の混合モ
ル比は、水／有機溶媒＝４０／６０～８０／２０の範囲に設定するのがより好ましく、特
に好ましい範囲は水／有機溶媒＝４５／５５～７５／２５であり、さらに最好適範囲は水
／有機溶媒＝５０／５０～６５／３５である。
【００２６】
  前記混合抽出溶媒を構成する有機溶媒としては、特に限定されるものではないが、例え
ばエタノール、アセトン、メタノール、１－プロパノール、２－プロパノール等の親水性
有機溶媒などが挙げられる。
【００２７】
　中でも、前記混合抽出溶媒を構成する有機溶媒としてはエタノールを用いるのが好まし
い。水及びエタノールを含有してなる混合抽出溶媒を用いることで特異的な抽出挙動が発
現してカプシノイド化合物の抽出効率をより高めることができる。
【００２８】
　図１は、水及びエタノールからなる混合抽出溶媒におけるエタノールのモル分率とカプ
サイシン抽出量との関係を調べたグラフであるが、このグラフから、エタノール（グラフ
ではエタノールのモル分率が１のケースに相当する）はカプサイシンをある程度抽出でき
るのに対し、水（グラフではアセトンのモル分率が０のケースに相当する）はカプサイシ
ンを殆ど抽出しないことがわかる。このような２つの溶媒（エタノール・水）を混合して
混合抽出溶媒とした場合、その混合モル比率を変化させていった時のグラフは一般的には
図１の破線のようになると推定される。実際その他の多くの混合溶媒系ではこのようにな
ることが知られている。しかしながら、唐辛子からカプサイシンを溶媒で抽出するに際し
、水及びエタノールからなる混合溶媒系では、図１の実線で示すように、一般的な予測曲
線（破線）で求められる抽出量よりも格段に多くの量のカプサイシンを抽出できることが
わかった。即ち、唐辛子からカプサイシンを溶媒で抽出するに際し、抽出溶媒として、水
及びエタノールを含有してなる混合抽出溶媒を用いた場合には、図１の実線で示すような
特異的な抽出挙動を示して高い抽出効率でカプサイシンを抽出することができるのである
。
【００２９】
　なお、図１のグラフは次のようにして得られたものである。即ち、ビーカー内に入れた
唐辛子粉砕物（粉末状）１０ｇに対して、表１に示す組成からなる抽出溶媒１００ｇを加
えた後、恒温横型振とう機で温度３３０Ｋ、１３０ｒｐｍの条件で３０分間振とう攪拌し
た。次いで、定性濾紙Ｎｏ．１３１を使用して減圧濾過を行った後、濾液５ｍＬを採取し
て天日で十分に乾燥させた。乾燥物（抽出物）を溶離液（メタノール：純水＝８体積部：
２体積部）１０ｍＬに溶解したものを高速液体クロマトグラフを用いて定量することによ
って、抽出溶媒１００ｇによって抽出されたカプサイシン量（カプサイシン抽出量）を算
出した。これらの結果を表１に示す。表１の１１点の結果をグラフにプロットして纏めた
ものが図１である。
【００３０】
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【表１】

【００３１】
　或いは、前記混合抽出溶媒を構成する有機溶媒としてはアセトンを用いるのが好ましい
。水及びアセトンを含有してなる混合抽出溶媒を用いることで特異的な抽出挙動が発現し
てカプシノイド化合物の抽出効率をより高めることができる。
【００３２】
　図２は、水及びアセトンからなる混合抽出溶媒におけるアセトンのモル分率とカプサイ
シン抽出量との関係を調べたグラフであるが、このグラフから、アセトン（グラフではア
セトンのモル分率が１のケースに相当する）はカプサイシンをある程度抽出できるのに対
し、水（グラフではアセトンのモル分率が０のケースに相当する）はカプサイシンを殆ど
抽出しないことがわかる。このような２つの溶媒（アセトン・水）を混合して混合抽出溶
媒とした場合、その混合モル比率を変化させていった時のグラフは一般的には図２の破線
のようになると推定される。実際その他の多くの混合溶媒系ではこのようになることが知
られている。しかしながら、唐辛子からカプサイシンを溶媒で抽出するに際し、水及びア
セトンからなる混合溶媒系では、図２の実線で示すように、一般的な予測曲線（破線）で
求められる抽出量よりも格段に多くの量のカプサイシンを抽出できることがわかった。即
ち、唐辛子からカプサイシンを溶媒で抽出するに際し、抽出溶媒として、水及びアセトン
を含有してなる混合抽出溶媒を用いた場合には図２の実線で示すような特異的な抽出挙動
を示して高い抽出効率でカプサイシンを抽出することができるのである。
【００３３】
　なお、図２のグラフは次のようにして得られたものである。即ち、ビーカー内に入れた
唐辛子粉砕物（粉末状）１０ｇに対して、表２に示す組成からなる抽出溶媒１００ｇを加
えた後、恒温横型振とう機で温度３３０Ｋ、１３０ｒｐｍの条件で３０分間振とう攪拌し
た。次いで、定性濾紙Ｎｏ．１３１を使用して減圧濾過を行った後、濾液５ｍＬを採取し
て天日で十分に乾燥させた。乾燥物（抽出物）を溶離液（メタノール：純水＝８体積部：
２体積部）１０ｍＬに溶解したものを高速液体クロマトグラフを用いて定量することによ
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って、抽出溶媒１００ｇによって抽出されたカプサイシン量（カプサイシン抽出量）を算
出した。これらの結果を表２に示す。表２の１１点の結果をグラフにプロットして纏めた
ものが図２である。
【００３４】
【表２】

【００３５】
　前記活性炭としては、特に限定されるものではなく、どのようなものでも使用できる。
例えば、粉末状、粒状、繊維状等いずれの形状であっても良い。また、活性炭の細孔径、
表面積等の性状も特に限定されない。
【００３６】
　また、前記唐辛子粉砕物としては、唐辛子を粉砕したものであればどのようなものでも
使用できる。中でも、長径０．５ｍｍ以下の唐辛子粉砕物を用いるのが好ましく、特に好
ましいのは唐辛子粉末である。
【００３７】
　この発明の抽出分離方法において、前記各成分の混合比は、特に限定されないが、次の
ような混合比範囲に設定するのが好ましい。即ち、前記唐辛子粉砕物１０質量部に対して
前記混合抽出溶媒を５０～３００質量部混合するのが好ましい。混合抽出溶媒を５０質量
部以上混合することでカプシノイド化合物の抽出効率をさらに向上させることができると
共に、３００質量部以下とすることで高い濃度のカプシノイド化合物を含有した抽出溶液
を得ることができる。また、前記唐辛子粉砕物１０質量部に対して前記活性炭を２～８質
量部混合するのが好ましい。活性炭を２質量部以上混合することで色素成分の吸着効率を
さらに向上させることができると共に、８質量部以下とすることで活性炭の使用量を低減
できて経済的である。
【００３８】
　また、唐辛子粉砕物と混合抽出溶媒との接触は、特に限定されるものではないが、攪拌
により行うのが好ましい。この攪拌操作としては、特に限定されないが、例えば攪拌翼に
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よる攪拌、振とう機による振とう攪拌、超音波による攪拌などが挙げられる。
【００３９】
　また、前記抽出操作を行う際の混合抽出溶媒の温度は、抽出効率への影響はあまり無い
ものの、３０～６０℃に設定するのが好ましい。
【００４０】
　前記抽出分離操作を行うための抽出分離装置としては、特に限定されるものではないが
、例えば特開２００４－６６２２７号公報に記載の装置を挙げることができる。勿論、一
般的なミキサー・セトラー装置を用いても良いし、その他の設備を用いても良く、特に限
定されない。
【００４１】
　なお、上記抽出分離方法によって抽出され得るカプシノイド化合物としては、特に限定
されるものではないが、例えばカプサイシン、ジヒドロカプサイシン、ノルジヒドロカプ
サイシン、ホモカプサイシン、ホモジヒドロカプサイシン等が挙げられる。
【００４２】
  しかして、この発明の抽出分離方法によって得られたカプシノイド化合物含有抽出溶媒
から活性炭を分離除去した後、抽出溶媒を留去することによって唐辛子抽出物（カプシノ
イド化合物含有）を回収する。この唐辛子抽出物は、粘稠液体又は固形状態（粉体、粒体
等）で回収される。このような溶媒蒸発法により回収するのが一般的であるが、特にこの
手法に限定されるものではなく、例えば吸着剤（多孔性樹脂等）を用いる吸着法により唐
辛子抽出物の回収を行うものとしても良い。また、これら唐辛子抽出物から、各個別成分
（カプサイシン、ジヒドロカプサイシン、ノルジヒドロカプサイシン、ホモカプサイシン
、ホモジヒドロカプサイシン等）に単離して利用するものとしても良い。
【００４３】
　前記カプシノイド化合物含有抽出溶媒から活性炭を分離除去する方法としては、特に限
定されるものではないが、例えばフィルター濾過による分離、遠心分離などが挙げられる
。
【００４４】
　なお、前記抽出溶媒留去操作後に液－液抽出操作を実施して唐辛子抽出物を回収するよ
うにしても良い。例えば、前記抽出溶媒留去操作後に水を添加し、さらにｎ－ヘキサン等
の有機溶媒を加えて攪拌することによって液－液抽出を行わしめた後、静置して水相と油
相（ｎ－ヘキサン等）とに分離せしめ、該油相から溶媒を留去することによって唐辛子抽
出物（カプシノイド化合物含有）を回収するようにしても良い。
【００４５】
　前記唐辛子抽出物は、色素成分を含有しないか又は殆ど含有しないので、赤色等の色素
成分由来の色を呈することがなくて、様々な用途に利用することが可能であり、例えば防
カビ剤、防虫剤、抗菌剤等として好適に用いられる。例えば、前記唐辛子抽出物を合成樹
脂に添加することにより、所望の美麗な色（例えば青色、緑色、黄色、パステル調色等）
を呈する抗菌性樹脂成形品を提供することができる。
【００４６】
  なお、この発明において、唐辛子粉砕物と混合抽出溶媒とを接触させる前に、予め唐辛
子粉砕物と水とを接触せしめて唐辛子中の水溶性物質を溶解除去しておいても良い。こう
することによって、カプシノイド化合物含有抽出溶媒や唐辛子抽出物における水溶性物質
の含有比率を大きく低減することができ、その分カプシノイド化合物含有抽出溶媒や唐辛
子抽出物におけるカプシノイド化合物含有比率を顕著に増大させることができる。
【実施例】
【００４７】
　次に、この発明の具体的実施例について説明するが、本発明はこれら実施例のものに特
に限定されるものではない。
【００４８】
　＜実施例１＞
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　ビーカー内に入れた唐辛子粉砕物（粉末状）１０ｇに対して、水／エタノール＝５８／
４２（モル比）の組成からなる混合抽出溶媒１００ｇ及び活性炭０．５ｇを加えた後、恒
温横型振とう機で温度３１８Ｋ、１３０ｒｐｍの条件で３０分間振とう攪拌した。次いで
、定性濾紙Ｎｏ．１３１を使用して減圧濾過を行って活性炭を分離除去した後、濾液５ｍ
Ｌを採取して天日で十分に乾燥させることによって、唐辛子抽出物を得た。この唐辛子抽
出物を溶離液（メタノール：純水＝８体積部：２体積部）１０ｍＬに溶解したものを高速
液体クロマトグラフを用いて定量することによって、抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサ
イシン量を算出した。この結果を表３に示す。
【００４９】
　なお、天日で乾燥させて得た前記唐辛子抽出物を液体クロマトグラフ－質量分析装置（
ＬＣ－ＭＳ）で分析した結果、抽出物は少なくともカプサイシン・ジヒドロカプサイシン
・ノルジヒドロカプサイシン・ホモカプサイシン・ホモジヒドロカプサイシンこれら５種
類のカプシノイド化合物を含有していることを確認できた。
【００５０】
　＜実施例２＞
  活性炭の添加量を１．０ｇとした以外は、実施例１と同様にして唐辛子抽出物を得、同
様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００５１】
　＜実施例３＞
  活性炭の添加量を２．０ｇとした以外は、実施例１と同様にして唐辛子抽出物を得、同
様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００５２】
　＜実施例４＞
  活性炭の添加量を５．０ｇとした以外は、実施例１と同様にして唐辛子抽出物を得、同
様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００５３】
　＜比較例１＞
  活性炭の添加量を０ｇとした（活性炭を添加しない）以外は、実施例１と同様にして唐
辛子抽出物を得、同様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００５４】
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【表３】

【００５５】
　表３から明らかなように、この発明の抽出分離方法を適用した実施例１～４では、唐辛
子から、色素成分とは分離してカプシノイド化合物を選択性良く且つ高い抽出効率で抽出
分離することができた。なお、色素成分の活性炭による吸着除去は、抽出溶媒の液の色（
色種、濃淡）により確認した（以下、同様）。
【００５６】
　これに対し、比較例１では、抽出溶媒は、赤色を呈しており、カプシノイド化合物と共
に色素成分も抽出含有したものとなっていた。
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【００５７】
　＜実施例５＞
　ビーカー内に入れた唐辛子粉砕物（粉末状）１０ｇに対して、水／アセトン＝４５／５
５（モル比）の組成からなる混合抽出溶媒１００ｇ及び活性炭０．５ｇを加えた後、恒温
横型振とう機で温度３１８Ｋ、１３０ｒｐｍの条件で３０分間振とう攪拌した。次いで、
定性濾紙Ｎｏ．１３１を使用して減圧濾過を行って活性炭を分離除去した後、濾液５ｍＬ
を採取して天日で十分に乾燥させることによって、唐辛子抽出物を得た。この唐辛子抽出
物を溶離液（メタノール：純水＝８体積部：２体積部）１０ｍＬに溶解したものを高速液
体クロマトグラフを用いて定量することによって、抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイ
シン量を算出した。この結果を表４に示す。
【００５８】
　なお、天日で乾燥させて得た前記唐辛子抽出物を液体クロマトグラフ－質量分析装置（
ＬＣ－ＭＳ）で分析した結果、抽出物は少なくともカプサイシン・ジヒドロカプサイシン
・ノルジヒドロカプサイシン・ホモカプサイシン・ホモジヒドロカプサイシンこれら５種
類のカプシノイド化合物を含有していることを確認できた。
【００５９】
　＜実施例６＞
  活性炭の添加量を１．０ｇとした以外は、実施例５と同様にして唐辛子抽出物を得、同
様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００６０】
　＜実施例７＞
  活性炭の添加量を２．０ｇとした以外は、実施例５と同様にして唐辛子抽出物を得、同
様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００６１】
　＜実施例８＞
  活性炭の添加量を５．０ｇとした以外は、実施例５と同様にして唐辛子抽出物を得、同
様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００６２】
　＜比較例２＞
  活性炭の添加量を０ｇとした（活性炭を添加しない）以外は、実施例５と同様にして唐
辛子抽出物を得、同様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００６３】
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【表４】

【００６４】
　表４から明らかなように、この発明の抽出分離方法を適用した実施例５～８では、唐辛
子から、色素成分とは分離してカプシノイド化合物を選択性良く且つ高い抽出効率で抽出
分離することができた。
【００６５】
　これに対し、比較例２では、抽出溶媒は、赤色を呈しており、カプシノイド化合物と共
に色素成分も抽出含有したものとなっていた。
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【００６６】
　＜比較例３＞
　ビーカー内に入れた唐辛子粉砕物（粉末状）１０ｇに対して、エタノール（抽出溶媒）
１００ｇ及び活性炭５．０ｇを加えた後、恒温横型振とう機で温度３１８Ｋ、１３０ｒｐ
ｍの条件で３０分間振とう攪拌した。次いで、定性濾紙Ｎｏ．１３１を使用して減圧濾過
を行って活性炭を分離除去した後、濾液５ｍＬを採取して天日で十分に乾燥させることに
よって、唐辛子抽出物を得た。この唐辛子抽出物を溶離液（メタノール：純水＝８体積部
：２体積部）１０ｍＬに溶解したものを高速液体クロマトグラフを用いて定量することに
よって、抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。この結果を表５に示す
。
【００６７】
　＜比較例４＞
  活性炭の添加量を０ｇとした（活性炭を添加しない）以外は、比較例３と同様にして唐
辛子抽出物を得、同様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００６８】
【表５】

【００６９】
　表５における比較例３と比較例４の抽出溶媒中のカプサイシン含有量の対比から明らか
なように、水を含有しない抽出溶媒（エタノールのみ）を用いた比較例３では、抽出され
たカプサイシンは活性炭に吸着される量がかなり多くなっており、このためにカプサイシ
ンの抽出効率は低かった。
【００７０】
　＜比較例５＞
　ビーカー内に入れた唐辛子粉砕物（粉末状）１０ｇに対して、アセトン（抽出溶媒）１
００ｇ及び活性炭５．０ｇを加えた後、恒温横型振とう機で温度３１８Ｋ、１３０ｒｐｍ
の条件で３０分間振とう攪拌した。次いで、定性濾紙Ｎｏ．１３１を使用して減圧濾過を
行って活性炭を分離除去した後、濾液５ｍＬを採取して天日で十分に乾燥させることによ
って唐辛子抽出物を得た。この唐辛子抽出物を溶離液（メタノール：純水＝８体積部：２
体積部）１０ｍＬに溶解したものを高速液体クロマトグラフを用いて定量することによっ
て、抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。この結果を表６に示す。
【００７１】
　＜比較例６＞
  活性炭の添加量を０ｇとした（活性炭を添加しない）以外は、比較例４と同様にして唐
辛子抽出物を得、同様に抽出溶媒１０ｇ当たりの抽出カプサイシン量を算出した。
【００７２】
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【表６】

【００７３】
　表６における比較例５と比較例６の抽出溶媒中のカプサイシン含有量の対比から明らか
なように、水を含有しない抽出溶媒（アセトンのみ）を用いた比較例５では、抽出された
カプサイシンは活性炭に吸着される量がかなり多くなっており、このためにカプサイシン
の抽出効率は低かった。
【００７４】
　＜唐辛子抽出物の防カビ性の評価＞
　実施例１で得られた唐辛子抽出物の防カビ性を下記のようにして評価した。まず、シャ
ーレに接着剤を塗布した後、塗布面の中央位置に四角形に切り出した夏蜜柑（１ｃｍ×１
ｃｍ角）を載せて接着固定し、これを評価用試料とした。前記評価用試料の夏蜜柑に、実
施例１で得られた唐辛子抽出物の１倍希釈液を０．５ｍＬ含浸せしめたものを「試料Ｘ」
とし、前記評価用試料に液を特に含浸せしめなかったものを「試料Ｙ」とし、これら両試
料を２５℃の条件下で９日間放置したところ、前記試料Ｙでは夏蜜柑の全面がカビで完全
に覆われると共に接着剤表面にもカビが広がっていたのに対し、前記試料Ｘでは夏蜜柑の
一部に少しカビが発生した程度であった。また、前記角形夏蜜柑の裏面をシャーレの透明
底面ごしに観察したところ、前記試料Ｙではカビが密集して付着していたのに対し、前記
試料Ｘではカビは殆ど付着していなかった。このように、本発明の唐辛子抽出物は、優れ
た防カビ性（抗菌性）を有している。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】混合抽出溶媒におけるエタノールのモル分率とカプサイシン抽出量との関係を示
すグラフである。
【図２】混合抽出溶媒におけるアセトンのモル分率とカプサイシン抽出量との関係を示す
グラフである。
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